
平成™œ年˜—月 日 水曜日 (号外第™™—号)官 報
２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
、
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
又
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
に
記
録
さ
れ
、
必

要
に
応
じ
講
習
実
施
機
関
に
お
い
て
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
明
確
に
紙
面
に
表
示
さ
れ
る
と
き
は
、

当
該
記
録
を
も
っ
て
同
項
に
規
定
す
る
帳
簿
へ
の
記
載
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

講
習
実
施
機
関
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
帳
簿
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
が
行
わ
れ
た
同
項
の
フ
ァ
イ
ル
又
は

磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
を
含
む
。）を
、
講
習
事
務
の
全
部
を
廃
止
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

講
習
実
施
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
備
え
、
登
録
資
格
者
講
習
を
実
施
し
た
日
か
ら
三
年
間
保
存
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

登
録
資
格
者
講
習
の
受
講
申
込
書
及
び
添
付
書
類

二

講
義
に
用
い
た
教
材

（
報
告
の
徴
収
）

第
十
九
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
講
習
事
務
の
適
切
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
講
習

実
施
機
関
に
対
し
、
講
習
事
務
の
状
況
に
関
し
必
要
な
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
公
示
）

第
二
十
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
五
条
第
一
項
第
一
号
の
登
録
を
し
た
と
き
。

二

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

三

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

四

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
第
一
項
第
一
号
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
講
習
事
務
の
停
止
を
命
じ
た
と

き
。

（
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
の
方
法
）

第
二
十
一
条

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
示
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
係
る
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
の
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及

び
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

前
号
の
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
の
位
置
、
用
途
そ
の
他
当
該
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
の
概
要

三

第
一
号
の
命
令
を
し
た
年
月
日
及
び
そ
の
内
容

（
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
の
方
法
）

第
二
十
二
条

法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
、次
に
掲
げ
る
事
項
を
、

同
条
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
限
が
同
一
で
あ
る
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建

築
物
ご
と
に
一
覧
で
き
る
よ
う
取
り
ま
と
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
の
位
置
、
用
途
そ
の
他
当
該
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
の
概
要

二

前
号
の
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
の
耐
震
診
断
の
結
果
に
関
す
る
事
項
の
う
ち
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る

事
項

（
通
行
障
害
既
存
耐
震
不
適
格
建
築
物
の
耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用
の
負
担
）

第
二
十
三
条

法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
負
担
す
る
費
用
の
額
は
、
法
第
七
条
第
二
号
に
掲
げ
る

建
築
物
の
耐
震
診
断
の
実
施
に
要
す
る
標
準
的
な
費
用
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
額
か
ら
国
又
は
市
町
村
の

補
助
に
相
当
す
る
額
を
除
い
た
額
を
限
度
と
す
る
。

２

法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
負
担
す
る
費
用
の
額
は
、
法
第
七
条
第
三
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
耐

震
診
断
の
実
施
に
要
す
る
標
準
的
な
費
用
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
額
か
ら
国
又
は
都
道
府
県
の
補
助
に
相

当
す
る
額
を
除
い
た
額
を
限
度
と
す
る
。

（
身
分
証
明
書
の
様
式
）

第
二
十
四
条

法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
携
帯
す
る
身
分
証
明
書
の
様
式
は
、
別

記
第
三
号
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
令
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
階
数
及
び
床
面
積
の
合
計
）

第
二
十
五
条

令
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
階
数
は
、
同
項
各
号
の
う
ち
当
該
建
築

物
が
該
当
す
る
二
以
上
の
号
に
定
め
る
階
数
の
う
ち
最
小
の
も
の
と
し
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
二
項

各
号
に
定
め
る
床
面
積
の
合
計
は
、
当
該
二
以
上
の
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計

の
数
値
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
二
以
上
の
号
に
定
め
る
床
面
積
の
合
計
の
数
値
で
除
し
、
そ
れ
ら
の
商
を
加
え
た
数
値
が

一
で
あ
る
場
合
の
床
面
積
の
合
計
と
す
る
。

（
令
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
床
面
積
の
合
計
）

第
二
十
六
条

令
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
定
め
る
床
面
積
の
合
計

は
、
こ
れ
ら
の
号
の
う
ち
当
該
建
築
物
が
該
当
す
る
二
以
上
の
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面

積
の
合
計
の
数
値
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
二
以
上
の
号
に
定
め
る
床
面
積
の
合
計
の
数
値
で
除
し
、
そ
れ
ら
の
商
を
加
え

た
数
値
が
一
で
あ
る
場
合
の
床
面
積
の
合
計
と
す
る
。

附
則
第
二
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
を
附
則
第
一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
令
附
則
第
二
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
）

第
二
条

令
附
則
第
二
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
同
条
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
う
ち

当
該
建
築
物
が
該
当
す
る
二
以
上
の
同
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
階
数
の
う
ち
最
小
の
も
の
以
上
で
あ
り
、か
つ
、

同
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
二
以
上
の
同
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ

る
建
築
物
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
の
数
値
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
二
以
上
の
同
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定

め
る
床
面
積
の
合
計
の
数
値
で
除
し
、
そ
れ
ら
の
商
を
加
え
た
数
値
が
一
で
あ
る
場
合
の
床
面
積
の
合
計
以
上
で
あ

る
こ
と
と
す
る
。

（
準
用
）

第
三
条

第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
耐
震
診
断
に
つ
い
て
、

第
五
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
、
第
二
十
一
条
の

規
定
は
法
附
則
第
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
つ
い
て
、
第
二
十
二

条
の
規
定
は
法
附
則
第
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
三
項
中
「
別
記
第
一
号
様
式
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
第
二
十
一
号
様
式
」
と
、
第
二

十
一
条
第
一
号
中
「
法
第
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
第

一
項
」
と
、
同
号
及
び
同
条
第
二
号
並
び
に
第
二
十
二
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中「
要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
」

と
あ
る
の
は
「
要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模
建
築
物
」
と
、
同
条
中
「
法
第
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
三
条
第

一
項
」
と
、「
同
条
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
限
が
同
一
で
あ
る
要

安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
」
と
あ
る
の
は
「
要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模
建
築
物
の
用
途
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

（
身
分
証
明
書
の
様
式
）

第
四
条

法
附
則
第
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の

携
帯
す
る
身
分
証
明
書
の
様
式
は
、
別
記
第
二
十
二
号
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

別
記
第
六
号
様
式
中「

第
四
条
第
二
項
」

を「
第
三
十
条
第
二
項
」

に
、

「
第
８
条
第
３
項
」

を「
第
1
7条
第
３
項
」

に
改
め
、
同
様
式
を
第
十
一
号
様
式
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
十
一
様
式
を
加
え
る
。

第
十
二
号
様
式
（
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
二
号
関
係
）（
Ａ
４
）

（
第
一
面
）

認
定

申
請

書
年

月
日

所
管
行
政
庁
殿

申
請
者
の
住
所
又
は
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称

及
び
法
人
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
代
表
者
の
氏
名

印
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